
～
教
育
の
充
実
～

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
結
果

　
毎
年
、
小
学
六
年
生
と
中
学
三
年
生
を
対

象
に
実
施
さ
れ
て
い
る
「
全
国
学
力
・
学
習

状
況
調
査
」
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
二
年
ぶ
り
の
実

施
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
調
査
は
、
結
果
を
基
に
児
童
生
徒
の
学

力
や
学
習
状
況
を
把
握
・
分
析
し
、
学
習
指

導
や
学
習
状
況
の
さ
ら
な
る
改
善
を
図
る
た

め
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

小・中学校の国語、中学校の数学が全国を上回る

　

学
力
に
関
す
る
本
年
度
の
調
査
教
科

は
、
国
語
、
算
数
・
数
学
で
し
た
。
町
の

結
果
で
す
が
、
国
語
の
平
均
正
答
数
は
、

小
学
校
は
県
・
全
国
を
上
回
り
、
中
学
校

は
県
と
同
等
、
全
国
を
上
回
り
ま
し
た
。

一
方
、
算
数
・
数
学
の
平
均
正
答
数
は
、

小
学
校
は
県
・
全
国
を
下
回
り
、
中
学
校

は
県
に
は
及
ば
な
い
も
の
の
全
国
を
上
回

り
ま
し
た
。
前
回
調
査
と
比
べ
る
と
、
小

学
校
に
つ
い
て
は
上
昇
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

　
学
力
向
上
に
関
す
る
町
全
体
の
取
組
と

し
て
、「
学
力
の
基
盤
づ
く
り
」
で
は
「
個

に
応
じ
た
指
導
の
充
実
（
つ
ま
ず
き
に
応

じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
）」、「
日
常
の
授

業
」
で
は
「
書
く
活
動
の
充
実
」
を
重
視

し
、
各
学
校
で
実
践
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
調
査
で
は
、【
学
力
低
位
層
の

児
童
生
徒
数
の
割
合
は
全
国
よ
り
も
低

い
】、【
回
答
形
式
が
記
述
式
の
問
題
の
正

答
率
は
、
小
・
中
学
校
と
も
に
全
国
を
上

回
る
】
と
い
う
結
果
で
し
た
。
こ
れ
ら
の

こ
と
か
ら
、
重
点
的
な
取
組
に
つ
い
て
は

一
定
の
効
果
が
見
ら
れ
た
と
考
え
て
い
ま

〈
学
力
に
関
す
る
調
査
〉

〈
学
習
状
況
等
に
関
す
る
調
査
〉

〈
今
後
の
取
組
〉

　
生
活
習
慣
や
学
習
環
境
に
関
す
る
町
の

結
果
は
、「
地
域
や
社
会
の
た
め
に
役
立

ち
た
い
」、「
自
分
と
は
異
な
る
意
見
に
つ

い
て
考
え
た
り
交
流
し
た
り
す
る
こ
と
は

　
本
年
度
か
ら
町
立
学
校
に
通
う
全
児
童

生
徒
に
一
人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が

配
備
さ
れ
ま
し
た
。各
学
校
に
お
い
て
は
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
含
む
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
を
有
効

に
活
用
し
、
個
に
応
じ
た
指
導
の
充
実
に

努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
三
輪
・
夜
須
中
学
校
の
生
徒
会

が
中
心
と
な
っ
て
「
筑
前
町
ネ
ッ
ト
４
な

い
宣
言
」
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、「
筑
前

町
ネ
ッ
ト
つ
き
あ
お
う
条
例
」
が
完
成
し

ま
し
た
。
こ
の
条
例
を
活
用
し
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
が
連
携
し
た
「
情
報
モ
ラ
ル

教
育
」
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

小学校
国語 算数

平均正答数 平均正答数

筑前町 9.3/14 11.0/16
福岡県（公立） 9.2/14 11.3/16
全国（公立） 9.1/14 11.2/16

中学校
国語 数学

平均正答数 平均正答数

筑前町 9.1/14 9.2/16
福岡県（公立） 9.1/14 9.3/16
全国（公立） 9.0/14 9.1/16

す
。

　
現
在
、
各
学
校
に
お
い
て
は
、
詳
し
い

分
析
結
果
や
指
導
方
法
等
の
評
価
に
つ
い

て
全
教
職
員
で
共
有
さ
れ
、
さ
ら
な
る
授

業
改
善
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

楽
し
い
」
と
感
じ
て
い
る
児

童
生
徒
が
多
い
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
例
年
課
題
で
あ
っ

た
家
庭
学
習
の
時
間
に
つ
い

て
は
、
１
時
間
未
満
の
児
童

生
徒
数
の
割
合
は
、
小
学
生

で
は
依
然
と
し
て
高
い
傾
向

に
あ
る
も
の
の
、
中
学
生
は

改
善
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
中
学
生
も
２
時
間
以

上
の
割
合
は
県
、
全
国
よ
り
も
低
い
の

で
、
今
後
も
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携

し
、
学
習
に
対
す
る
意
欲
の
喚
起
や
家
庭

学
習
の
定
着
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
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